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第２694回　例会
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ロータリー：変化をもたらす

行事予定
7月27日 全国ロータリークラブ
　　　　野球大会報告会
8月 3日  上平公園にてラジオ体操
8月10日 定款の規定により休会
8月17日 献血運動に振替
　　　　12:00～16:00
8月19日 納涼例会
　　　　「サッカー観戦」
8月24日 国際大会報告
　　　　会員増強維持部門・
　　　　公共イメージ部門
　　　　セミナー報告
8月31日 納涼例会に振替

　皆さんこんにちは、本年度2回目の例会になります。例会にご参加い
ただきありがとうございます。本日は第5グループガバナー補佐の池田
遙愰様とガバナー補佐幹事の村山隆之様にお越しいただきました。今
年度の会長幹事会はすでに4回終了していて大変お世話になっています。
本日は今年度の方針についてお話いただきます。宜しくお願いいたし
ます。
　さて第一例会から一週間経ちましたが幾つか報告事項があります。7
月7日第一例会の次の日になりますが甲子園大会出場記念ゴルフ大会が
日光カンツリーで開かれました。私は仕事の都合で出場できなかった
のですが夜のなすびでの懇親会は出席させていただきました。日光カ
ンツリーは皆さんご存知の通り名門クラブですが吉川会員のご厚意で
とって頂きました。しかもフルバックからで、ノータッチ、OKなしの
ガチンコゴルフだったようです。総勢12名が参加され細野さんが予定
通り優勝しましたが会員同士の交流が図れかなり盛り上がったようで
す。今年度はたくさんゴルフ大会をしようと懇親会では盛り上がりま
した。また、甲子園大会についても報告がありました。野球部も継続
で続けていくこととなりましたのでご協力お願いします。詳細は7月27
日の夜間例会で報告します。また、同日に事務局研修が清水園であり
上尾のお二人も勉強されてきたようです。次の日の8日は公共イメージ
・会員増強維持部門合同セミナーがソニックシティでありました。細
野会員増強維持委員長と行ってまいりました。ロータリーの公共イメ
ージをどのように向上させ会員増強を図っていったらよいか他のクラ
ブの方々とセッションを行ってきました。詳細は細野委員長より来月
に報告して頂こうと思っています。またその夜は樋口米山カウンセラ
ーのお店の黄金の牛で米山奨学生の鄭維嘉さんの歓迎会が行われまし
た。樋口カウンセラーと娘さん、須田幹事、私の家族4人で行いました。
鄭さんは皆さんご存知の通りアルコールと肉が大好きなのでかなり満
足していたようです。
　前回の会長挨拶の時間枠が5分でしたが今回は10分SAAよりいただ
きましたのでもう少しお話をさせて頂きたいと思います。実は今年の4
月より埼玉県警の上尾分署交通課の産業医をすることになりました。3
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池田ガバナー補佐様 卓話いただき
　　　　　　　ありがとうございました。

出席　　会員数　　３6　　　出席数　　28
欠席　　欠席数　　  8　   　（％）　 77.78
前々回確定　　　　　　　　　欠席数      3
修正（％）　 　    92.11 　      （Ｍ・Ｕ）     3

スマイルスマイル
池田遙愰ガバナー補佐様　一年間、よろしくお願いします。
藤村会長　池田ガバナー補佐、村山ガバナー補佐幹事、ようこそ。
尾花会員　母が103歳で他界しました。
　　　　　生前のご厚誼ありがとうございました。
須田幹事／樋口副会長／宇多村副幹事／武重会員／岡野会員／
大塚信郎会員／吉川会員／小林邦彦会員／齋藤重美会員／
井上会員／村岡会員／萩原会員／大木会員／細野会員／大塚崇行会員／
島村会員／齋藤博重会員／深澤会員／久保田会員／関口会員／
齋藤哲雄会員／野瀬会員／長沼会員／門崎会員／坂本会員／春日会員

　④財団への理解と活用　グローバル補助金の活用、
米山記念奨学事業の理解と支援
　⑤ＲＩ戦略計画と中核的価値観の理解と実践
　⑥公共イメージを向上させるアイデアとその実践
　⑦全クラブがＲＩ会長賞に挑戦しよう
　⑧規定変更に伴う推奨ロータリークラブ細則の見直し
 
【本年度の地区数値目標】
１、会員数　2,800名　地区289名純増　第５Ｇ28名
純増予定　女性０クラブを返上
２、出席率　９０％以上（メイキャップ活用）
３、財団寄付率　年次寄付　２００ドル／１名　ポリオ
プラス５０ドル／１名
　初ベネファクター１名／１クラブ
４、米山寄付額　25,000円／１名（普通寄付5,000円、
特別寄付20,000円）
５、青少年交換学生　18～20名
 
【ガバナー補佐の任務】
ガバナーをアシストする役職でガバナーの運営方針を
クラブに伝達し、クラブから現況を把握して、ガバナーに
報告することが重要な役割となっています。ガバナー公
式訪問前、および公式訪問当日、同席となります。ガバナ
ー補佐主催のＩ.Ｍの案内時に訪問と恒例の親睦ゴルフ
大会等があります。Ｉ.Ｍは2018年2月15日（木）於：さ
いたま文学館（桶川駅西口）、第５Ｇ親睦ゴルフ大会は
2018年４月12日（木）於：大宮ゴルフコースを予約。

【2017-2018年度　地区主要行事】
◇10月16日（月）地区大会記念ゴルフ大会
　於：栃木プレステージＣＣ
◇11月11日（土）地区大会　第一日
　於：ロイヤルパインズホテル
◇11月12日（日）地区大会　第二日
　於：さいたま市文化センター
 
【第５グループ　周年記念行事】
◇2017年11月24日（金）　鴻巣ＲＣ５０周年
◇2018年3月16日（金）　 上尾ＲＣ５５周年
◇2018年3月28日（金）　 上尾西ＲＣ４５周年
◇2018年6月　　　　　  上尾北ＲＣ３０周年
 
以上で私の就任の挨拶と致します。一年間宜しくお願い
申し上げます。
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幹　事　報　告
須田　悦正　幹事

下痢や腹痛を起こします。一般的に症状は軽く、多
くは1～2日で回復します。【予防方法】ウエルシュ
菌が増えやすい「40℃～50℃」にしない事が大切
です。加熱調理した物であっても、放置せずになる
べく早く食べましょう。保存するときはパックに小
分けして冷蔵するなど、早く冷やす工夫をしましょ
う。食べる直前に充分再加熱することも、ウエルシ
ュ菌を減らす効果があります。
　また冬に流行するのがノロウイルスです。毎年11
～2月に流行する、感染性胃腸炎の原因となるウイ
ルスです。主にヒトの手指や食品などを介して経口
で感染し、おう吐、下痢、腹痛などの症状を引き起
こします。健康な方は軽症で回復しますが老人や子
供は重症化することがある。またノロウイルスは感
染力が非常に強く、感染者の吐物やふん便中に含ま
れる数百万～数億個のうち、わずか10～100個程度
で感染すると言われています。一般的には、食中毒
の症状が出ても、その多くは自然に回復します。し
かし、たかが食中毒と、あなどってはいけません。
ひどい下痢とおう吐は、本当につらい症状です。特
に小さい子どもや高齢者では、脱水で重症になるこ
ともあります。また、まれに手足の麻痺（まひ）を
起こしたり、呼吸ができなくなったりする、「ギラ
ンバレー症候群」という合併症を起こしてしまうこ
ともあるのです。以上、食中毒についてでした。
本日も例会宜しくお願いします。

◇尾花会員のお母様が享
年103歳でご逝去されまし
た。お通夜は7月18日午後
6時から、告別式は7月19
日午前11時から、上尾伊
奈斎場つつじ苑で行われ
ます。
◇会費納入のお願いです。8月3日までに納入をお願い
いたします。
◇会費納入された方には会員証をお配りします。会員証
には会員番号が記載されています。
◇7月20日、地区大会キャラバンで、上尾西ＲＣの地区
大会委員長様・幹事様・会計様の３名がお越しになります。
◇地区大会記念ゴルフコンペのご案内です。10月16日
（月）、プレステージカントリークラブで行われます。ぜひ

月までは武重先生が長年されていたのですが、受け
継いでほしいとのことでお受けした次第です。ここ
では月に一回健康卓話を20～30分するのですが今
月は食中毒についてでした。これについて今回お話
したいと思います。
　日本では、食品衛生法により、医師が食中毒と診
断を下した場合は最寄りの保健所長まで、ただちに
届け出ることになっています。これによると、年間
発生件数は500～3000件、患者数が3万～6万人と
いうところで、年によって事件数と患者数に差はあ
るが、減少の傾向は認められていません。これはい
かに食中毒の予防が困難であるかを物語っています。
患者数が多いのはサルモネラ菌、腸炎ビブリオ、ノ
ロウイルス、O157などを含む病原大腸菌による食
中毒で、ウェルシュ菌、カンピロバクター、ブドウ
球菌と続きます。死亡者数はサルモネラ菌食中毒が
もっとも多く、腸炎ビブリオ症、ブドウ球菌食中毒、
ボツリヌス菌食中毒と続くとのことです。
　長野県は１０日、今夏初めて、食中毒注意報を全
県に発令しました。注意報は、４地点で観測した２
日間の平均値が、（１）最高気温３０度以上（２）
最低気温２０度以上（３）湿度７０％以上－の３条
件がそろった場合に発令されます。この時期に多い
のはカンピロバクターや黄色ブドウ球菌による食中
毒です。特に、カンピロバクターは、鶏肉などに付
着し、バーベキューなどの際に、加熱不足から発症
する事例が多いです。昨年は、東京と福岡で開催さ
れたB級グルメの「肉フェス」において、同じ店舗
で提供された鶏肉のにぎり寿司が原因で、約150人
の食中毒が発生して話題になりました。
　予防としては、①手洗いの徹底②調理した食品は
早く食べる③食品の十分な加熱等です。
次にウエルシュ菌についてです。ウエルシュ菌は土
壌などに広く分布する菌で人や動物の腸管にも存在
します。この菌は熱に強い「芽胞(がほう)」と呼ば
れる形態をとり、100℃の加熱でも死滅しません。
カレーやシチュー等を大鍋で大量に作る場合、他の
細菌は死滅してもウエルシュ菌の芽胞は生き残りま
す。調理後に適切に冷却せず放置すると、40℃～
50℃で急速に増殖して食中毒の原因となります。「給
食用のスープ」「前日に調理したカレー」など、大
量に作ったり、作り置きした食品は特に注意が必要
です。【症状】　感染すると、6～18時間の潜伏期
間の後、菌が作る毒素（エンテロトキシン）により
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ご参加のほどお願いいたします。
◇大宮自衛隊協力会事務局からについてご案内です。8
月26日、5時～16時半、「富士総合火力演習」見学会が
開催されます。希望者は8月7日までになっていますので
ご一報ください。

RI.D2770 第５G ガバナー補佐 池田 遙愰 様
　本年度、第５Ｇのガバナ
ー補佐を拝命いたしました
桶川ＲＣの池田遙愰と申し
ます。本日は就任のご挨拶
とＲＩ会長テーマと大貫ガ
バナーの運営方針をお伝
えすることと、ガバナー補佐の役割についてご理解とご
協力を賜りたく参上致しました。
　簡単に自己紹介させて頂きます。私は地元桶川で不
動産取引業を生業としています。業歴は丁度50年になり
ます。ロータリー歴は1987年（昭和62年）1月1日入会で
大宮西ＲＣの佐野康博ガバナー年度でしたので今年は
31年目に入っています。クラブ会長は1994-1995年 田
中作次（元ＲＩ会長）ガバナー年度でした。ロータリーの
最盛期を迎え新クラブは８クラブ誕生し、第2770地区
会員数は約4,000名でした。二度目の会長年度は
2007-2008年 中村靖治ガバナー年度でＣＬＰを導入
して「効果的なクラブ」の実現に力を注いだ年度でした。
そして今年度第５Ｇから津田健三・大塚信郎両パストガ
バナーに次いで大貫等ガバナーが三人目のガバナーと
して、勇躍登場となり第2770地区のトップリーダーとし
て大いに活躍が期待されます。ガバナー輩出グループの
ガバナー補佐として、しっかりとガバナーをアシストする
所存ですので皆様方のご指導ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。
　さて2017-2018年度ＲＩ会長イアンH.S.ライズリー
さん（オーストラリア・ビクトリア州・サンドリンガムＲＣ所
属）は持続可能な奉仕というロータリーの目標にとって、
環境保護と温暖化防止は極めて重要であると訴えてい
ます。そして「ロータリー：変化をもたらす」を発表しまし
た。今や環境問題はあらゆる人々にとって懸念すべきこ
とで、ＲＩ会長は７月１日より2018年４月２２日の「アー
スデイ」までの期間、会員一人１本の植樹を呼び掛けま
した。
　またロータリーの未来を守る意味から、クラブ会員の
男女のバランスを改善し平均年齢を下げるよう求めて

います。ロータリーが世界有数のボランティア組織であ
り続けるために私達は誰かの人生をより良くするための
奉仕活動を常に考え実行しなければなりません。ロー
タリアンであるからこそ私達は世界中の人達に変化を
もたらすことができるのです。そして私達がロータリーに
積極的に参加すればするほど、ロータリーは私達に変
化をもたらしてくれます。奉仕を通じてどんな変化をもた
らすかはロータリークラブとロータリアン一人一人が、
それぞれ決めることです。
　ＲＩ理事会は戦略計画で三つの優先項目「クラブの
サポートと強化」「人道的奉仕の重点化と増加」「ロータ
リーの公共イメージと認知度の向上」を指針として行動
するようすすめています。そして大貫ガバナーは素晴ら
しい地区運営方針を次のように発表いたしました。「新
たな行動　新たな感動」。新しい行動を起こす時にはエ
ネルギーが必要になります。クラブ会長さんのリーダー
シップの発揮次第でクラブはぐるぐる廻ります。クラブの
新しい未来を構築するためにチャレンジして、クラブに
変化をもたらして下さい。そして新たな感動を味わって
下さいと述べています。ガバナーの意図するところは戦
略計画の「クラブのサポートと強化」を具現化する「新た
な行動」を求めているのだろうと推察できます。
さてここで2017-2018年度　地区目標、８項目につい
てお話し致します。
　①ポリオ撲滅最終年度の始まりとしての自覚と寄付
　ポリオを撲滅することは持続可能な奉仕の中で究極
なものです。撲滅活動を何としても完遂させなければな
りません。もし失敗したら今後の10年間、毎年最高20
万件のポリオが発症するという世界的な再発リスクを
背負うことになるようです。成功すれば2035年までに
500億ドルの資金を節約できると、ロータリー財団管理
委員長のカルヤン、バネルジー元ＲＩ会長は述べていま
す。
　②会員増強維持（特に女性会員率10％、40歳未満、
退会防止）
　③奉仕活動の支援（社会奉仕、国際奉仕、青少年奉
仕…インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ、青少年交
換）
＊韓国第3750地区との交流30周年日韓親善会議　　
　2017年9月23日（土）、ソウル・ハイアットホテル　第
　５Ｇに10名の参加要請、地区全体で100名予定
＊ブライダル委員会の新設又は担当者の設置
＊日台親善会議　台湾高雄2018年3月31日（土）
＊ＲＹＬＡ第2570地区と４月上旬に秩父方面を予定


